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今月の主な内容

●川本町で過ごした3年間��� P２～３
●三江線ラストランイベント��� P４

旅立ちのとき
　３月は別れの季節。慣れ親しんだ人や
土地に別れを告げるのは寂しいものです
が、新たな道に進む皆さんの更なるご活
躍をお祈りします。
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川本町で過ごした３年間
　３月１日（木）、平成29年度島根中央高校卒業式が挙行され、74名の卒業生が新たな道へと
旅立ちました。卒業生のうち、約５分の４にあたる59名が町外中学校の出身でした。
　今回は、町外の中でも県外から島根中央高校、川本町で高校生活３年間を送ることを選択し
た卒業生の方にお話を伺いました。

　

横
浜
市
の
中
学
校
か
ら
入
学
し
た
戸
谷
さ
ん

は
、
両
親
が
島
根
県
出
身
、
自
身
も
島
根
県
生

ま
れ
だ
そ
う
で
す
。
親
の
転
勤
に
よ
り
横
浜
市

で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
京
で
開
催
さ
れ

た
島
根
中
央
高
校
の
学
校
説
明
会
を
聞
き
、
受

験
を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

　

入
学
後
は
、
祖
父
母
の
住
む
美
郷
町
か
ら
通

学
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
寮
で
の
生
活

を
選
び
ま
し
た
。「
他
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
の
が
、
も
の
す
ご
く
苦
手
で
し
た
。」

と
話
す
戸
谷
さ
ん
で
す
が
、
中
央
高
校
で
の
３

年
間
で
変
わ
る
こ
と
が
で
き
た
と
話
し
ま
す
。

「
選
択
し
た
コ
ー
ス
の
お
か
げ
で
、
地
域
の
方
々

と
の
触
れ
合
い
・
関
わ
り
合
い
の
機
会
が
増
え
、

自
分
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
将
来
の
方
向
性
を
決
め
て
く
れ
る
も
の
に

も
な
り
ま
し
た
。」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
せ
っ
か
く
住
み
慣
れ
た
地
か
ら
島
根
県
に
出

て
き
た
の
に
、
高
校
を
卒
業
し
た
か
ら
と
い
っ

て
ま
た
戻
る
の
は
つ
ま
ら
な
い
。」
と
感
じ
、
卒

業
後
は
島
根
県
内
の
専
門
学
校
へ
の
進
学
を
決

め
ま
し
た
。

　
「
将
来
、
島
根
県
に
残
っ
て
就
職
す
る
か
、
川

本
町
に
帰
っ
て
く
る
か
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

島
根
中
央
高
校
に
、
川
本
町
に
来
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

　
美
術
部

  

戸と

谷だ
に　
允こ
と
美み 

さ
ん

�

（
神
奈
川
県
）

人
文
科
学
コ
ー
ス

　
写
真
部
・
新
聞
部

  

牧ま
き
野の　
葵あ
お
乃の 

さ
ん

�

（
山
口
県
）

自
然
科
学
コ
ー
ス

　
ワ
ー
プ
ロ
部

  

比ひ

さ佐　
日ひ
ゅ
う
が向 

さ
ん

�

（
東
京
都
）

　

山
口
県
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
親
の
転
勤
に

よ
り
静
岡
県
の
中
学
校
に
通
っ
て
い
た
牧
野
さ

ん
は
、「
テ
レ
ビ
番
組
で
、
島
根
県
の
高
校
が
県

外
生
を
募
集
し
て
い
る
の
を
観
て
母
が
資
料
を

取
り
寄
せ
た
中
に
、
中
央
高
校
が
あ
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。」
そ
の
後
、オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
に
も
参
加
し
「
中
学
校
で
吹
奏
楽
を
や
っ
て

い
た
の
で
、
川
本
町
と
い
え
ば
吹
奏
楽
と
聞
き

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
寮
の
存
在
も
決
め
て
の

一
つ
で
し
た
。」
と
、
地
元
を
離
れ
る
こ
と
に
も

抵
抗
は
無
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

入
学
し
て
か
ら
は
、
地
域
の
行
事
や
活
動
に

参
加
す
る
機
会
も
多
く
「
知
ら
な
い
人
か
ら
声

を
掛
け
ら
れ
て
最
初
は
戸
惑
い
も
あ
っ
た
け
ど
、

町
全
体
が
〇
（
ま
る
）
で
つ
な
が
っ
て
い
て
、

知
ら
な
い
人
だ
け
ど
他
人
じ
ゃ
な
い
気
が
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」
と
し
、「
寮
生
活
、
地

域
の
方
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
自
分
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
上
が
り
自
信
に
な
り
ま
し

た
。
も
っ
と
、
交
流
の
場
に
出
て
お
け
ば
良
か
っ

た
で
す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

春
か
ら
は
東
京
の
専
門
学
校
に
進
学
す
る
そ

う
で
、「
将
来
は
、
場
所
を
問
わ
ず
活
躍
で
き
る

仕
事
を
し
た
い
で
す
。
今
は
、
と
に
か
く
海
外

に
行
く
こ
と
が
目
標
で
す
！
」
と
、
大
き
な
夢

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
と
き
東
京
で
通
っ
て
い
た
塾
で
、

川
本
町
出
身
の
塾
長
の
紹
介
に
よ
り
島
根
中
央

高
校
の
存
在
を
知
っ
た
比
佐
さ
ん
は
、「
進
路
を

考
え
る
中
で
、
東
京
以
外
に
行
く
の
も
良
い
か

な
ぁ
、
と
思
っ
て
。」
と
、
中
央
高
校
へ
の
進
学

を
決
め
ま
し
た
。

　

多
く
の
県
外
出
身
生
徒
が
暮
ら
す
学
習
交
流

セ
ン
タ
ー
（
因
原
）
で
の
生
活
は
、「
地
域
の
方

と
の
交
流
や
活
動
が
あ
り
良
か
っ
た
で
す
。
た

だ
、
も
っ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
の
生
徒
に
向
け
た

お
知
ら
せ
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
よ
り
多
く
参

加
で
き
る
と
思
い
ま
す
。」
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
川
本
町
で
の
親
代
わ
り
と
も
い
え
る

“
ま
ち
親
”
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
そ
う
で
、

「
セ
ン
タ
ー
試
験
直
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

患
っ
た
と
き
、
ま
ち
親
さ
ん
の
家
で
過
ご
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

と
し
、「
今
よ
り
も
、
ま
ち
親
さ
ん
と
交
流
す
る

機
会
を
増
や
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。」
と
、
要
望

も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

春
か
ら
は
、
関
東
に
戻
り
大
学
に
進
学
す
る

そ
う
で
、「
将
来
の
夢
や
や
り
た
い
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
大
学
生
活
の
中
で
探
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
、
川
本
町
で
過
ご
し
た
３
年
間

か
ら
、
次
の
道
へ
と
つ
な
ぎ
進
ん
で
い
き
ま
す
。



3

人
文
科
学
コ
ー
ス

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

  

榎え
の
も
と本　
一か
ず
ま
さ仁

さ
ん

�

（
東
京
都
）

　
東
京
で
比
佐
さ
ん
と
同
じ
中
学
校
、
同
じ
塾
に

通
っ
て
い
た
榎
本
さ
ん
も
、
川
本
町
出
身
の
塾
長

の
紹
介
で
中
央
高
校
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。「
中

学
生
の
こ
ろ
か
ら
親
元
を
離
れ
て
寮
生
活
を
送
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

で
訪
れ
た
際
に
目
に
し
た
先
輩
の
姿
に
憧
れ
て
、

こ
こ
に
決
め
ま
し
た
。」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
２
年
生
の
時
、
中
央
高
校
が
創
立
さ
れ
て
以
来

初
の
、
県
外
出
身
生
に
よ
る
生
徒
会
長
に
就
任
し

ま
し
た
。「
生
徒
会
長
と
し
て
も
、
個
人
的
な
興

味
と
し
て
も
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
た
い

気
持
ち
で
、
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
積
極
的

に
出
向
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
カ
ラ
ー

が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
し
、
団
結
力
が
強
い
な
と

感
じ
ま
し
た
。」

　
「
高
校
生
活
で
培
っ
た
人
脈
を
無
駄
に
し
た
く

な
か
っ
た
の
で
、
島
根
県
内
の
大
学
へ
進
学
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
将
来
に
つ
い
て
は
、
選
択
を

狭
め
た
く
な
い
の
で
ま
だ
こ
れ
と
決
め
て
な
い
で

す
が
、
島
根
県
に
残
る
こ
と
だ
け
は
決
め
て
い
ま

す
。」
と
、
島
根
県
へ
の
強
い
思
い
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
「
自
分
が
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
た
の
は
、

こ
の
町
の
お
か
げ
で
す
。
後
輩
た
ち
に
も
、
失
敗

を
恐
れ
ず
自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し

て
欲
し
い
で
す
。」
と
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　

川
本
町
で
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
、

進
学
や
就
職
等
で
川
本
町
を
離
れ
る
生

徒
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
学
ん
だ

こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
を
活
か
し
、
再

び
川
本
町
に
戻
り
活
躍
す
る
こ
と
を
目

指
す
生
徒
を
応
援
す
る
『
川
本
町
夢
と

可
能
性
に
挑
戦
す
る
人
財
定
住
助
成
金

事
業
』
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
生
徒
自
身
が

将
来
の
夢
や
目
標
を
考
え
、発
表
す
る

『
自
分
計
画
書
発
表
会
』が
、３
月
２
日

（
金
）
川
本
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
会
に
は
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
も

参
加
し
、
地
元
高
校
の
先
輩
た
ち
の
生

の
声
を
聞
く
こ
と
で
、
自
分
の
将
来
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
ま
し
た
。

発
表
者
の
声

●�

髙
木
さ
ん　
「
出
身
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
自
分
の
将
来
に

つ
い
て
直
接
話
す
機
会
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。」

川
本
町
夢
と
可
能
性
に
挑
戦
す
る
人
財
定
住
助
成
金
事
業

〈
助
成
金
の
種
類
〉

〇
定
住
助
成
金
：
最
大
50
万
円

　
・�

高
校
ま
た
は
大
学
卒
業
後
の
年
数
に
応
じ
て
助
成

〇
奨 

学
金
返
還
助
成
金
：
年
間
上
限
額
24
万
円
×
最
長
10
年

　
・��

助
成
金
を
申
請
す
る
年
の
前
年
度
に
返
還
し
た
奨
学
金
の
額�

ま
た
は
上
限
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額

〈
助
成
要
件
〉
※
①
②
と
も
に
満
た
す
者

①�

高
校
在
学
時
に
本
人
ま
た
は
保
護
者
の
住
所
が
川
本
町
に
あ
り
、

自
分
計
画
書
を
提
出
・
発
表
し
認
定
を
受
け
た
者

②�

高
校
・
大
学
等
卒
業
後
10
年
以
内
に
、
正
規
雇
用
者
と
し
て
就
労

し
、
か
つ
川
本
町
に
住
所
及
び
居
住
実
態
が
あ
り
、
町
税
等
の
滞

納
が
な
い
者

将来は、川本町に帰って地域に貢献したい！

（左から）大谷さん、宮部さん、髙木さん、高砂さん

大
おおたに

谷　威
たけ

斗
と

さん
（川本町出身）

高
たかさご

砂　和
わ か

佳さん
（川本町出身）

宮
みや

部
べ

　雄
ゆう

大
だい

さん
（大阪市出身）

髙
たか

木
き

　勇
ゆう

樹
き

さん
（川本町出身）

【問】まちづくり推進課　☎72-0634
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　平成30年３月31日（土）の運行をもって、
廃線となる JR 三江線。長年の功績に感謝の気
持ちを込め、石見川本駅周辺を会場に“ラスト
ランイベント”を開催します。最後の雄姿を、
皆さんで見送りましょう！

←イベント開催中の発着時刻は裏表紙へ

※�お車でご来場の際には、川本中央駐車場、旧川本町役場庁舎前、
川本合同庁舎前、悠邑ふるさと会館の駐車場をご利用ください。

「ありがとう三江線」
川本町オリジナルバッジ

皆さんで最終列車をお見送り。オリジナル手旗
を石見川本駅で配布します。
※木路原駅、因原駅でのお見送りもお願いします

三江線グッズや川本町の特産品、軽食の販売、
イラストレーターによる似顔絵コーナーなど
※売り切れ次第終了となります

場所：おとぎ館前 広場
料金：無料

※デザインは当日のお楽しみ♪

【問】川本町観光協会　☎74-2345

12時～

19時40分～

12時～

９時～15時
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制
度
に
よ
り
、20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、

申
請
を
す
れ
ば
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。
猶
予
期
間
は
、
申
請
し
た

年
の
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
で

す
。（
す
で
に
納
付
さ
れ
た
場
合
は
特
例
期

間
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

　
な
お
、
過
去
に
遡
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
申
請
す
る
月
か
ら
２
年
１
ヶ

月
前
ま
で
）

■
学
生
納
付
特
例
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

・
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
障

害
基
礎
年
金
の
算
定
に
含
め
る
こ
と
が
で

き
る

・
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
必
要
な
期
間

（
受
給
資
格
期
間
）
に
算
入
さ
れ
る
（
た

だ
し
、
年
金
受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
）

■
対
象
と
な
る
方

　
大
学
（
院
）、
短
期
大
学
、
高
校
、
高
専
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
が
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
の

方
（
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
制
課
程
含
む
）

※�

前
年
所
得
が
基
準
以
下
（
1
1
8
万
円
+

扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）
の
方
に
限

る
■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
】

　
①
学
生
証
の
写
し
又
は
在
学
証
明
書
原
本

　
②
印
鑑
（
認
め
印
可
）

【�

20
歳
時
に
提
出
済
で
次
年
度
も
在
学
予
定

の
方
】

　
４
月
初
め
頃
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
学
生
で
あ
れ
ば
必

要
事
項
を
記
入
し
返
送

■
追
納
に
つ
い
て

　
学
生
納
付
特
例
に
よ
り
猶
予
さ
れ
た
保
険

料
は
、
10
年
以
内
（
例
：
平
成
29
年
４
月
分

は
平
成
39
年
４
月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
】
町
民
生
活
課

☎
72

－

0
6
3
2

　
　

 

浜
田
年
金
事
務
所

☎
０
８
５
５

－

22

－

0
6
7
0

〈
愛
犬
健
康
手
帳
〉

　
愛
犬
健
康
手
帳
は
、
狂
犬
病
や
各
種
感
染

症
対
策
、
検
診
・
通
院
な
ど
の
記
録
ペ
ー
ジ
、

飼
い
主
と
し
て
の
心
が
ま
え
や
お
手
入
れ
リ

ス
ト
な
ど
の
情
報
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
手
帳

形
式
の
1
冊
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
川
本
町
に
お
い
て
、
新
規
で
犬
の
登
録
を

さ
れ
た
方
を
対
象
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
町
民
生
活
課
窓
口
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

※
配
布
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

〈
犬
の
迷
子
札
〉

　
「
迷
子
の
犬
を
家
に
帰
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
題
し
、
首
輪
に
装
着
可
能
な
迷
子
札

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
迷
子
札
に
は
、
飼
い

主
の
連
絡
先
な
ど
が
記
入
で
き
ま
す
。

【
問
】
町
民
生
活
課　
☎
72

－

0
6
3
2

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域
や
遺
骨

帰
還
の
で
き
な
い
海
上
に
お
い
て
戦
没
者
を

慰
霊
す
る
た
め
、
遺
族
を
主
体
と
し
た
慰
霊

巡
拝
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加

募
集
は
4
月
上
旬
か
ら
開
始
予
定
で
す
。

■
参
加
対
象
者

　

�
戦
没
者
の
配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉

妹
、
孫
、
甥
・
姪
、
参
加
遺
族
（
子
・
兄

弟
姉
妹
）
の
配
偶
者

　
※
旅
費
の
１
／
３
を
国
か
ら
補
助

■
実
施
予
定
時
期
・
地
域　
※
一
部

8
月
25
日
（
土
）
～
9
月
4
日
（
火
）

　
ア
ル
タ
イ
地
方
・
ケ
メ
ロ
ボ
州
な
ど

8
月
26
日
（
日
）
～
9
月
4
日
（
火
）

　
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

9
月
4
日
（
火
）
～
13
日
（
木
）

　
中
国
東
北
地
方

9
月
9
日
（
日
）
～
18
日
（
火
）

　
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
地
方�

な
ど

※�

実
施
時
期
は
相
手
国
の
都
合
に
よ
り
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

【
問
】
町
民
生
活
課　
☎
72

－

0
6
3
2

保
険
料
を
納
付
せ
ず
、
ま
た
、
特
例
制

度
も
活
用
し
な
か
っ
た
場
合
は
“
未
納
”

扱
い
と
な
り
、『
老
齢
基
礎
年
金
』『
障
害・

遺
族
基
礎
年
金
』
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ず
、
年
金
受
給
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
の
お
知
ら
せ

大
切
な
愛
犬
と
長
く
暮
ら
す
た
め
に

平
成
30
年
度
慰
霊
巡
拝
の
実
施
予
定
に
つ
い
て
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市区町村単位で運営している国民健康保険制度（国保）は、高齢者の割合が高いなど構
造的な問題があり、財政状況は大変厳しいものがあります。財政基盤を都道府県が担う
ことで、全体の規模を大きくし安定した国保運営を目指します。

　　どうして運営方法が変わるの？Ｑ
A

都道府県は、国保運営の中心的な役割（財政運営の責任主体）を担い、市区町村は、加
入者に身近なきめ細かい事業（保険証の発行、資格の手続き、保険税の賦課・徴収な
ど）を実施します。

　　都道府県と市町村の役割はどう違うの？Ｑ
A

財政運営のしくみは変わりますが、保険税の納付先や保険給付の申請、各種届け出の窓
口はこれまでどおりお住まいの市区町村で変更ありません。

　　加入者にはどんな影響があるの？Ｑ
A

　平成30年８月更新時からお使いいただく保険証に、居住地の都道府県名が表記されるようにな
ります。また、70歳以上の方に交付している「高齢受給者証」は、保険証と一体化されます。

　転居の際は、同じ都道府県内なら国保の資格は継続します。ただし、国保の住所変更等の手続
きは必要です。

　同じ都道府県内への転居であれば、高額療養費の多数該当回数が通算されるようになり、医療
費の窓口負担が軽減されます。

※多数該当高額療養費…�70歳未満の方で、高額療養費として払い戻しを受けた月数が1年間(12ヶ月)で3ヶ月以上あった
場合、4ヶ月目(4回目)から自己負担限度額が引き下げられます。70歳以上75歳未満の高齢受給
者については、通院の限度額の適用によって高額療養費を受けた回数は考慮しません。

〈多数該当の例〉

　〇保険証の様式が変わります

　〇資格の取得・喪失が都道府県単位になります

　〇高額療養費の多数該当高額療養費※が都道府県単位で通算されます

平成30年４月から国民健康保険制度は
都道府県と市区町村が一緒に運営します！

平成30年４月からここが変わります！

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月
１回目 ２回目 ３回目 １回目 ２回目 ３回目 ４回目

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目 ７回目

これまで

同じ都道府県内の
他の市区町村へ転居

平成30年
4月以降

ここから該当

ここから該当

【問】健康福祉課　☎72-0633

年に１回健康診断
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揚げ出し豆腐のみぞれあんかけ

●材料（４人分）
豆腐� …………１丁
片栗粉� …… 適量
油� ………… 適量
大根� ……… 300g
なめこ�…………40g

だし汁�… 1/2カップ
みりん�…… 小さじ２
しょうゆ�… 大さじ１
ねぎ� …… ２～３本
刻みのり�…… 適量

●作り方
①�豆腐を食べやすい大きさに切り、水
切りをする
②豆腐全体に片栗粉をまぶし、揚げる
③大根をすりおろし、軽く水気を切る
④�鍋にだし汁、なめこを入れて火にか
け、みりん、しょうゆで調味する

⑤�火を止め、大根おろしを入れて味を
調える

⑥�豆腐に⑤をかけ、小口切りにしたね
ぎと刻みのりをかける

　入院したときは、診療や薬にかかる費用とは別に食費のうち一定額を自己負担します。また、65歳
以上の人が療養病床に入院したときは、食費と居住費のうち一定額を自己負担します。

※�住民税非課税世帯と低所得者Ⅰ・Ⅱの方は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」を健康福祉課窓口で申請し
てください。医療機関の窓口で提示すると上表の負担額が適用されます。

■所得区分について

〈食　費〉 平成30年３月まで 平成30年４月から
所　得　区　分 食費（１食につき） 食費（１食につき）

　 　下記以外の人 360円 460円

●住民税非課税世帯
●低　所　得　者　Ⅱ

90日までの入院 210円 210円
90日を超える入院
（過去12ヶ月の入院日数） 160円 160円

　 　低所得者Ⅰ 100円 100円

〈食　費〉 平成30年３月まで 平成30年４月から
所得区分 医療区分 食費（１食につき） 食費（１食につき）

下記以外の人 Ⅰ 460円
(一部医療機関では420円)

460円
(一部医療機関では420円)

Ⅱ・Ⅲ 360円 460円
●住民税非課税世帯
●低　所　得　者　Ⅱ

Ⅰ 210円 210円
Ⅱ・Ⅲ 210円 210円

低所得者Ⅰ Ⅰ 130円 130円
Ⅱ・Ⅲ 100円 100円

〈居住費〉 平成30年３月まで 平成30年４月から
所得区分 医療区分 居住費（１日につき） 居住費（１日につき）

下記以外の人
Ⅰ 370円 370円

Ⅱ・Ⅲ 200円
（指定難病患者０円）

370円
（指定難病者０円）

●住民税非課税世帯
●低　所　得　者　Ⅱ

Ⅰ 370円 370円
Ⅱ・Ⅲ 200円

（指定難病者０円）
370円

（指定難病者０円）

低所得者Ⅰ
Ⅰ 370円 370円
Ⅱ・Ⅲ 200円

（指定難病者０円）
370円

（指定難病者０円）

入院したとき

�65歳以上の人が療養病床に入院したとき

入院時の食費・居住費が変わります

70歳未満の人 70歳以上75歳未満の人

基準総所得 前年の総所得金額
－基礎控除33万円

現役並み所得者 同一世帯に住民税課税所得145万円以上の70歳以上
75歳未満の被保険者がいる

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅰ・Ⅱ以外

住民税
非課税世帯

同一世帯の世帯主
および被保険者が
住民税非課税

低所得者Ⅱ 70歳以上75歳未満で、同一世帯の世帯主および被保
険者が住民税非課税

低所得者Ⅰ
70歳以上75歳未満で、同一世帯の世帯主および被保
険者が住民税非課税で、世帯の各所得が必要経費・
控除(年金の所得は控除額を80万円として計算)を差
し引いたときに０円
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　川本町が平成29年８月、医薬品の製造等を展開
するエーザイ株式会社（本社：東京都）と、町内の
認知症に関する取り組みを両者で協力して行う「認
知症と共に生きる地域づくりに関する連携協定」を
締結したことを記念し、講演会が開催されました。
　社会医療法人仁寿会の加藤節司理事長を招き、
「認知症の予防と早期発見について」と題した講演
のほか、町の認知症対策や“認知症カフェ”の取り
組みについて活動発表がありました。
　認知症は、誰にでもおこりうる病です。ひとりで
悩まず、お気軽にご相談ください。

【問】健康福祉課　☎72－0633

　日本を代表する吹奏楽団Osaka�Shion�Wind�
Orchestra（通称：Shion）による『金管６重奏&�
Percussionアンサンブルコンサート』が、悠邑ふる
さと会館・大ホールで開催されました。
　本格的なクラシックから聴きなじみのある楽曲ま
で、壮大で幅広い演奏を披露しました。コンサート
前には、石見川本駅前での演奏や中高生への指導も
行うなど、地域貢献、音楽文化の発展に取り組んで
います。
　来年１月27日（日）には、指揮者の宮川彬良氏と
Shionのフルメンバーが再び川本町にやって来ます。

　３月31日（土）のラストランを前に、沿線６市町
で構成する三江線活性化協議会主催の「三江線あ
りがとうマルシェ」が開催されました。特産品、軽
食・お菓子などの販売やプラレール、懐かしい三江
線の写真の展示などがあり、会場の石見川本駅前は
三江線の乗客の皆さんをはじめ、地域の方など多く
の来場者で賑わいました。
　まもなく廃線となる三江線。別れを惜しむ方、明
るく送り出す方など、それぞれの思いを胸にラスト
ランの日を迎えます。

　朝の読み聞かせボランティア活動の今年度最終回
となる、「読み聞かせスペシャル」が開催されまし
た。この活動は、毎月１回小学校を訪れ、全学年を
対象に、町内の読み聞かせグループや役場職員等で
行っています。
　最終回では、大型絵本の読み聞かせや詩の朗読を
行い、卒業する６年生全員に手作りのしおりが渡さ
れました。
　読み聞かせは、子どもたちの表現力や想像力を豊
かにし、読書を楽しむことにつながるとされていま
す。今後もこの活動を通じて、子どもたちが本に触
れる機会を提供する予定です。

認知症予防について講演する加藤理事長

プロの華やかな演奏

様々な出店で賑わう石見川本駅前

手作りのしおりを受け取る６年生

認知症の予防と早期発見を

Osaka�Shion�Wind�Orchestra
アンサンブルコンサート

三江線ありがとうマルシェ

川本小学校
読み聞かせスペシャル

2/21
㈬

３/４
㈰

2/2５
㈰

３/1３
㈫
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詳
し
い
日
程
は
、
別
に
お
配
り
す
る
日
程

表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
燃
え
る
ご
み
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、容
器
包
装

　（
プ
ラ
チ
ッ
ク
・
紙
）

　
　
曜
日
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
資
源
カ
ン
・
ビ
ン
、
新
聞
、
雑
誌
、

　
段
ボ
ー
ル
、
不
燃
ご
み

　
　
毎
月
１
回

・
粗
大
ご
み
、
電
池
、
蛍
光
管
な
ど

　
　
８
月
と
12
月
の
年
２
回

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み

　
金
額　
家
庭
ご
み�

10
㎏　
40
円

　
　
　
　
事
業
系
ご
み�

10
㎏　
80
円

　
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
対
象　
一
般
家
庭
ご
み
・
事
業
系
ご
み

　
　
　
　
※�

12
月
29
日
～
１
月
３
日
ま
で
は

受
付
な
し

　
休
日
受
付　

　
　
５
月
３
日
（
木
）、
７
月
16
日
（
月
）、

　
　
９
月
17
日
（
月
）、
11
月
23
日
（
金
）、

　
　
12
月
24
日
（
月
）、
３
月
21
日
（
木
）

　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
対
象　
一
般
家
庭
ご
み
の
み

　
【
問
】
川
本
町
役
場�

町
民
生
活
課

☎
72

－

0
6
3
2

　
　
　

 
邑
智
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
72

－

1
7
0
1

　
詳
し
い
日
程
は
、
別
に
お
配
り
す
る
日
程

表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
く
み
取
り
ま
で
の
流
れ

　
①
業
者
へ
電
話
連
絡

　
　
し
尿
く
み
取
り
許
可
業
者

　
　
（
有
）
邑
智
郡
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー

　
　

営
業
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
72

－

0
7
6
1

　
②
指
定
の
黄
色
い
旗
を
掲
揚

　

�　

�

旗
は
川
本
町
役
場
町
民
生
活
課
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

　
【
問
】
川
本
町
役
場�

町
民
生
活
課

☎
72

－

0
6
3
2

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
収
集
日
程
に
つ
い
て

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
し
尿
く
み
取
り
日
程
に
つ
い
て

平成30年度全国健康保険協会（協会けんぽ）島根支部
保険料率のお知らせ

１．健康保険料率 ２．介護保険料率

平成30年３月分（４月納付分）から保険料率が変更になります

※�健康保険料率は、都道府県ごとに設定されています。
※�介護保険料率は、全国一律となります。
※�40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険者）は、健康保険料率に介護保険料率が加わります。
※�任意継続被保険者の方は、平成30年４月分（４月納付分）から変更になります。

10.10％現�行

10.13％変�更�後

1.65％現�行

1.57％変�更�後

【お問い合わせ先】
　全国健康保険協会島根支部　企画総務グループ　　☎0852-59-5140
　ホームページ：���http://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/shimane/　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検索☞　協会けんぽ島根
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４
月
か
ら
人
事
交
流
と
し
て
川
本
町
に

派
遣
さ
れ
て
い
る
、
広
島
県
坂
町
の
河
野

で
す
。

　

雪
も
溶
け
、
気
温
も
暖
か
く
な
っ
て
過

ご
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。３
月
13
日（
火
）

に
は
、
坂
町
で
女
性
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

川
本
町
か
ら
は
24
名
の
参
加
が
あ
り
、
お

互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
大
人
の
交
流
に
も
携
わ
る
こ

と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
ご
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

年
度
を
も
っ
て
坂
町
へ
戻
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
川
本
町
に
は
初
め
て
足
を
踏
み

入
れ
ま
し
た
が
、
周
り
の
方
々
に
あ
た
た

か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
短
い
間
で

し
た
が
、
坂
町
だ

け
で
は
で
き
な
い

と
て
も
よ
い
経
験

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
坂
町
へ

戻
っ
て
も
、
川
本

町
と
の
交
流
に

尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

１
年
間
ど
う

も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

2
月
中
旬
に
川
本
中
学
校
で
、
浜

田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の
皆
さ
ん
に

よ
る
「
人
権
教
室
」
が
1
年
生
を
対
象

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
人
権
教
室
」
は
、
全
国
人

権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
題
材
に
し
た
ビ

デ
オ
視
聴
を
通
し
て
、
思
い
や
り
の
心

を
育
み
、
勇
気
を
も
っ
て
行
動
す
る
大

切
さ
に
気
づ
く
と
い
う
も
の
で
す
。
視

聴
後
の
話
し
合
い
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ル
ー
プ
に
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん

が
サ
ポ
ー
ト
に
入
り
、
生
徒
た
ち
が
ビ

デ
オ
視
聴
の
感
想
を
交
流
し
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
の
内
容
は
、
満
員
電
車
の

中
で
降
り
ら
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
お
ば

あ
さ
ん
の
た
め
に
、
主
人
公
の
勇
気
あ

る
行
動
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
車
内
の

人
た
ち
が
協
力
し
た
と
い
う
実
話
で

す
。
生
徒
た
ち
は
、「
自
分
は
人
見
知

り
だ
け
ど
、
勇
気
を
出
し
て
い
ろ
ん
な

人
を
助
け
た
い
。」「
自
分
が
行
動
す
る

こ
と
で
た
く
さ
ん
の
人
が
笑
顔
に
な
れ

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」
な
ど

と
い
う
感
想
を
出
し
合
っ
て
い
ま
し

た
。こ

の
「
人
権
教
室
」
の
中
で
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
委
員
の
方
と
生
徒
の

関
わ
り
で
す
。
自
己
紹
介
な
ど
で
委
員

の
方
々
と
生
徒
が
談
笑
す
る
様
子
は
、

何
と
も
微
笑
ま
し
い
光
景
で
し
た
。
授

業
で
は
、
時
間
の
関
係
で
生
徒
だ
け
の

感
想
交
流
で
し
た
が
、
人
権
を
テ
ー
マ

に
大
人
と
子
ど
も
が
本
音
で
語
り
合
う

場
が
あ
っ
た
ら
ど
ん
な
に
素
敵
だ
ろ

う
、
機
会
が
あ
れ
ば
町
で
行
う
講
演
会

な
ど
で
実
現
し
て
み
た
い
と
、
授
業
を

見
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。

�

（
派
遣
社
会
教
育
主
事　
佐
々
木　
努
）

　
こ
の
「
ぬ
く
も
り
写
真
館
」
は
、
町
内
の

人
権
に
関
わ
る
温
か
い
取
り
組
み
な
ど
を
、

写
真
を
通
じ
て
お
伝
え
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

「
浜
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
」
と
は

　

浜
田
管
内
（
浜
田
市
・
江
津
市
・
邑
智
郡
）

の
人
権
擁
護
委
員
で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
で
、

「
青
少
年
・
子
ど
も
部
会
」「
男
女
共
同
参
画
社

会
推
進
部
会
」「
人
権
・
同
和
問
題
及
び
高
齢
者

部
会
」
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。「
青
少

年
・
子
ど
も
部
会
」
で
は
、
児
童
・
生
徒
を
対

象
に
し
た
「
小
学
生
人
権
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
」

や
「
人
権
教
室
」、
人
権
週
間
街
頭
啓
発
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ぬくもり写真館教育課
人権フォトギャラリー VOL.22

浜
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る

人
権
教
室

「
と
も
に
人
権
意
識
を
高
め
る
」

今月の１枚

人権擁護委員の役割を説明する委員の皆さん

Ｈ30. ２.16

広　告

弁 護 士 法 人
山陰リーガルクリニック大田事務所
島根県弁護士会所属

★土 曜 無 料 法 律 相 談　月1回土曜日に行っております

★交通事故の相談は平日でも初回無料です。 
　  お電話でのご予約が必要です。

（相 談 料） 平日有料　60分まで6,000円（税別）
（相談内容） ○相続のこと　○家庭のこと　○借金のこと　○仕事のこと
 ○不動産のこと　○成年後見のこと　○その他法律問題全般

大田市長久町長久ロ307番地5
 （駐車場有り）
TEL 0854-83-7780
FAX 0854-83-7781
http://www.sanin-lc.jp

●ローソン

★ ●
中央信金

R9

●
一畑
トラベル

山陰リーガル
クリニック
大田事務所 

登 記 相 談
（相続・売買・贈与・抵当権など） 

★日時　毎週･日曜日　午前10時 ～ 午後１時
★場所　川本町笹畑　藤音宅
　　　　（�笹畑集会所から山側へ徒歩１分です｡�

お気軽にご相談ください。）
★担当　江津市都野津町2322番地20
　　　　島根県司法書士会会員 司法書士 藤音　寛

電 話 （0855）53－0294
携 帯 090－9062－3496

広　告

平成29年度坂町・川本町女性交流会

坂
町
か
ら
派
遣

�

河こ
う
野の　
和か
ず
耶や

��（�

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
）
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平
成
29
年
度
卒
業
式

�
９
期
生
74
名
が
母
校
を
巣
立
つ

　
３
月
１
日
（
木
）
島
根
中
央
高
校
第
９
期
生
74
名
が
母
校

を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
卒
業
生
を
代
表
し
て
生
徒
会
長

の
榎
本
一
仁
さ
ん
が
「
東
京
か
ら
や
っ
て
き
て
感
じ
た
島
根

と
の
文
化
の
違
い
、
価
値
観
の
違
い
、
友
達
と
の
も
の
の
考

え
方
の
違
い
に
興
味
を
ひ
か
れ
、
何
で
も
挑
戦
し
て
み
よ
う

と
い
う
積
極
的
な
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

島
根
を
本
当
に
好
き
に
な
り
ま
し
た
。」
と
３
年
間
の
思
い

を
込
め
て
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
（
川
本
中
学
校
出
身
）
の
皆
さ
ん
の
声
で
す
。

【�

高
砂
和
佳
さ
ん
】
3
年
間
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
で
し

た
。
吹
奏
楽
と
勉
強
の
両
立
を
目
指
し
て
、
と
て
も
忙
し

い
日
々
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

【�

渡
邊
一
貴
さ
ん
】
先
生
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
公
務
員

と
い
う
希
望
の
進
路
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
有
難
い
こ
と
で
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

【�

𠮷
田
　
海
さ
ん
】
3
年
間
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
短
く
、

夢
中
で
吹
奏
楽
に
取
り
組
ん
で
い
る
間
に
み
る
み
る
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
皆
さ
ん
。
新
し
い
道
を
力
強
く
歩
ん
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。　

２
月
21
日（
水
）

２
年
生
が
政
治
と

選
挙
へ
の
参
加
と

投
票
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。
川

本
町
選
挙
管
理
委

員
会
の
方
に
講
師

と
し
て
お
話
し
い

た
だ
き
、
18
歳
か

ら
の
選
挙
権
を
ど

う
活
用
す
る
か
を

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
こ
と
と
し
て
考
え
ま
し
た
。
実
際
に
模
擬
投
票
も
行
い
ま

し
た
。

　
２
月
８
日
（
木
）
島

根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
、

地
域
系
部
活
動
の
活
動

報
告
会
で
、
し
ま
ん

－

Ｃ
ｈ
ｕ
♥
！�

が
１
年

間
の
活
動
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
校
７
校

中
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

で
、
堂
々
と
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
発
表
し
た

生
徒
た
ち
は
「
来
年
度

も
一
人
ひ
と
り
が
『
楽

し
む
』
こ
と
を
目
標
に
、
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

３月・４月の行事予定
・３月20日（火）� 終業式
・３月23日（金)� 離任式
・３月25日（日） 
　�　吹奏楽部チャリティーコンサート
　　（�13：30開場　14：00開演�

悠邑ふるさと会館大ホール）
　　入場無料
・３月26日（月）�
　　入学予定者説明会
・４月 ９日（月）� 始業式
・４月10日（火）� 入学式
・４月18日（水）� 遠足

2
年
生
が
政
治
と
選
挙
を
学
習

し
ま
ん

－

Ｃ
ｈ
ｕ
♥
！
活
動
報
告
会
参
加
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《一 般 書》
あの人に学ぶ
　いろいろな方の生き様や人生論に
触れてみませんか。

《児 童 書》
からだのふしぎ
　からだのしくみや働きについての本
の展示です。

No.250

2018年
３月号

電話�0855-72-0025��Fax�0855-72-1061
開館時間：10時～18時　土日10時～17時
休 館 日：火曜日・祝日・月末整理日・年末年始
E-mail�:�kawamoto-library@kawamoto-town.jp

かわもと図書館

おでかけ図書館デー
４月10日（火）西公民館
４月11日（水）北公民館　
健康福祉課の健康相談にあわせて行います。

掲
示
板

４月の展示テーマ 護
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
へ

�

　
中
山
七
里�

著

�

　
N
H
K
出
版

僕
と
彼
女
の
左
手

�

辻
堂
ゆ
め�

著

�

中
央
公
論
新
社

原
浩
美
の
ふ
ん
わ
り
咲
か
せ
る

花
の
ア
ッ
プ
リ
ケ
キ
ル
ト

�

原
浩
美�

著

�
ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

グ
ド
ー
さ
ん
の
お
さ
ん
ぽ
び
よ
り

�

　
た
か
ど
の
ほ
う
こ�

著

�

佐
々
木
マ
キ�

絵

�

福
音
館
書
店

レ
モ
ン
の
図
書
室

�

ジ
ョ
ー
・
コ
ッ
ト
リ
ル�

作

�

杉
田
七
重�

訳

�

小
学
館

は
る
の
く
さ
ば
な
あ
そ
び

�

佐
野
高
太
郎�

写
真

�

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

一
　
般
　
書

児
　
童
　
書

新 

刊 

案 

内 

お
す
す
め
の
一
冊

 
そ
の
他
多
数
あ
り
ま
す
。

春のわくわくおななし会
日時　４月５日（木）10時～11時30分
場所　悠邑ふるさと会館　マルチホール
内容　おたのしみ絵本、パネルシアター他
対象　小学生、在宅保育の親子
申込み締切　４月１日（日）

４月23日は川本町読書の日
～メディアから離れて親子のふれあいを～
　４月23日は法律で定
められた子ども読書の日
です。
　川本町では、この日を
川本町読書の日に指定し
ています。

川本町議会録画中継DVD貸出
　図書館では、「まげなねっとかわもと11チャ
ンネル」で過去に放送した、川本町議会録画中
継のDVD貸出を始めました。
　貸出期間は１週間です。どうぞご利用くださ
い。
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悠邑ふるさと会館催し物案内３月

　３月31日に引退する三江線は、長きにわたっ
て人々の移動手段の要としてその役割を担って参
りましたが、三江線はローカル線ならではの魅力
が散りばめられた線だったように思います。�
　ローカル線の一番の魅力は何と言っても車窓か
ら見える風景だと思いますが、三江線は川に沿っ
て走るためスピードも穏やかで、四季折々に魅せ
る山の色や、高低差があるための景色の移り変わ
りや、線路沿いの樹々の彩りを具

つぶさ

に感じることが
できました。�
　かつては水運業が交通手段としてそれを担い、
それが鉄道へと変わり、その鉄道が役割を終えよ
うとしておりますが、我々はより便利な車を代替
えの手段として選択しました。
　鉄道が無くなり多少の寂しさは覚えますが、そ
れで他の町や都市との距離が遠くなる訳ではない
ので、そこから悲観する理由は見つかりません。
沿線は道路も整備されておりますので、鉄道の時
とは違った趣

おもむき

をこれからも味わえることができる
はずです。
　かつて、ヨーロッパのある国で鉄道が廃線にな
り外部とのアクセスが無くなった町がありまし

た。しかし、その町は移動手段が制限されたこと
をキッカケに、外へと広がっていた人の流れが町
の中心へと戻り活気を取り戻しました。ヨーロッ
パの国々は概してどこも保守的な人達が多いの
で、日本とは簡単には比較できませんが、私たち
が置かれる状況は、彼等の生活スタイルを通して
見習うべきところもあるような気がします。
　彼等は質素倹約をモットーとしているので、毎
日決まった献立を食し、ファッションも流行を追
うこともなく、一見すると変化に乏しい生活を送っ
ているようにも見えますが、彼等の日常は食料品
から日用品の調達、病院や薬局、学校や図書館等
の施設も町の中に備わっているので、余程のこと
がない限り外に出る必要がないのです。言い換え
れば町の中で日常の生活は完結しているのです。
　町中で調達できる物やサービスを、わざわざ外
に求めてしまうと町は衰退してしまいます。その
町を住み易くするのも住み難くするのも、そこに
住んでいる人の心がけ次第だと思います。�
　三江線が無くなることで町が賑わいを取り戻し
たなんて素敵だとは思いませんか。�
　「悠邑ふるさと会館」では大小さまざまなイベン
トを随時企画しております。図書館やプールなど
も含めて、これからも町民の皆さまが憩える場所
を提供して参りたいと思いますので、どうぞご期
待ください。

※日本語で｢少しずつ｣という意味

大
ホ
ー
ル

25日㈰

島根中央高校吹奏楽部チャリティーコンサート
開　場／13：30　　開演／14：00
　１部：クラシックステージ～交響詩「モンタニャールの詩」～
　２部：全員集合!! ～地域の皆様と一緒に・「若い広場」～
　３部：スペシャルステージ～「君の名は。」メドレー・劇「島中家」～
　※�当日13：00より、ロビーにて島根中央高校文化部（しまん-Chu♡！）による作
品展示を行っています

　入場無料　※会場内に募金箱を置いています。チャリティーにご協力をお願いします。

主　催：島根中央高等学校・島根中央高等学校後援会・吹奏楽部保護者会
後　援：川本町教育委員会・島根県吹奏楽連盟邑智支部

悠邑ふるさと会館休館のお知らせ
５/３（木・祝）～５/６（日）まで悠邑ふるさと会館は休館します。
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募　
集

平
成
30
年
度
警
察
官
等
採
用
試
験

〈
警
察
官
〉

〇
大
学
卒（
第
１
回
）

　
※
平
成
30
年
10
月
採
用
も
実
施

・
申
込
受
付
期
限
：
平
成
30
年
４
月
20
日（
金
）

・
１
次
試
験
：
５
月
13
日（
日
）

・
１
次
試
験
合
格
発
表
：
５
月
29
日（
火
）

・
２
次
試
験
：
６
月
中
旬
～
下
旬

・
最
終
合
格
発
表
：
７
月
上
旬

〇
高
校
卒
業
程
度　

・
申
込
期
間
：
７
月
23
日（
月
）～

�

８
月
24
日（
金
）

・
１
次
試
験
：
９
月
16
日（
日
）

・
１
次
試
験
合
格
発
表
：
10
月
５
日（
金
）

・
２
次
試
験
：
10
月
下
旬

・
最
終
合
格
発
表
：
11
月
中
旬

〈
警
察
事
務
等
〉

〇
大
学
卒
業
程
度
一
般
職
採
用
試
験

・
申
込
受
付
期
間
：
５
月
２
日（
水
）～

�

25
日（
金
）

・
１
次
試
験
：
６
月
24
日（
日
）

・
１
次
試
験
合
格
発
表
：
７
月
６
日（
金
）

・
２
次
試
験
：
７
月
下
旬
～
８
月
上
旬

・
最
終
合
格
発
表
：
８
月
中
旬

〇
高
校
卒
業
程
度
一
般
職
採
用
試
験

・
申
込
受
付
期
間
：
７
月
23
日（
月
）～

�

８
月
24
日（
金
）

・
１
次
試
験
：
９
月
23
日（
日
）

・
１
次
試
験
合
格
発
表
：
10
月
５
日（
金
）

・
２
次
試
験
：
10
月
下
旬

・
最
終
合
格
発
表
：
11
月
中
旬

問�

川
本
警
察
署　
　
　
☎
72

－

0
1
1
0

お
知
ら
せ

無
期
転
換
ル
ー
ル
緊
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」と
は
、
同
一
の
事

業
主
と
の
間
で
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働

契
約
が
通
算
５
年
を
超
え
て
更
新
さ
れ
た

場
合
、
有
期
契
約
労
働
者
の
申
し
込
み
に

よ
り
無
期
労
働
契
約
に
転
換
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
無
期
転
換
ル
ー

ル
」
に
関
す
る
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
円
満
に
無
期
に
な
ろ
う

　
0
5
7
0

－
0
6
9
2
7
6

　
（
月
～
金
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
）

※
発
信
地
域
か
ら
最
寄
り
の
労
働
局
に
繋

　
が
り
ま
す

※
通
話
料
は
発
信
者
負
担
と
な
り
ま
す

問�

島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

�

☎
0
8
5
2

－

31

－

1
1
6
1

登
記
相
談
の
利
用
に
つ
い
て

　

不
動
産
及
び
会
社
・
法
人
等
の
登
記
に

関
す
る
相
談
は
予
約
制
で
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
お
近
く
の
法
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
浜
田
支
局
で
の
相
談
は
、
月
曜
・
水
曜
・

金
曜
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
回
の
相
談

時
間
は
30
分
以
内
で
す
。

問�

・

�

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

�

☎
0
8
5
5

－

22

－

0
9
5
9

福
祉
・
保
育
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

　

県
内
の
福
祉
事
業
所
の
人
財
確
保
と
、

福
祉
職
場
に
就
職
を
希
望
す
る
方
へ
の
支

援
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時
・
会
場

〈
浜
田
会
場
〉

　
平
成
30
年
４
月
29
日（
日
）

　
10
時
30
分
～
16
時

　
県
立
石
見
武
道
館

　
（
浜
田
市
黒
川
町
3
7
3
5
）

〈
出
雲
会
場
〉

　
５
月
12
日（
土
）12
時
～
15
時

　
朱�

鷺
会
館（
出
雲
市
西
新
町
２
丁
目

2
4
5
6

－

４
）

〈
松
江
会
場
〉

　
５
月
20
日（
日
）12
時
～
15
時

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

　
（
松
江
市
学
園
南
１
丁
目
２

－

１
）

〇
内
容

・
事
業
所
に
よ
る
個
別
就
職
面
談

・
就
職
支
援
機
関
等
に
よ
る
個
別
相
談

・
事
業
所
P
R
ブ
ッ
ク
配
布

・
福
祉
の
仕
事
説
明
コ
ー
ナ
ー　
な
ど

※�

参
加
無
料
、
申
込
不
要
、
入
退
場
・
服

装
自
由
、
年
齢
制
限
な
し

問��

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協
議

会
石
見
支
所（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
石
見
分
室
）

�

☎
0
8
5
5

－

24

－

9
3
4
0

平
成
30
年
度
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

　

病
院
や
診
療
所
だ
け
で
な
く
、
地
域
・

施
設
に
お
い
て
も
看
護
職
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
看
護
職
の
方
に
対
し
て
求
人

情
報
の
提
供
、
就
業
の
あ
っ
旋
、
相
談
及

び
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
所
が

困
難
な
方
の
た
め
に
、
就
業
相
談
会（
移

動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）
を
実
施
し
ま
す
。
ご

都
合
の
良
い
日
程
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
会
場
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
見
大
田（
大

田
市
大
田
町
大
田
ロ
1
1
8
2

－

１
）

〇
実
施
日
時
：
毎
月
第
４
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
13
時
～
16
時

　

�

平
成
30
年
４
月
25
日
、
５
月
23
日
、

　
６
月
27
日
、
７
月
25
日
、
８
月
22
日
、

　
９
月
26
日
、
10
月
24
日
、
11
月
21
日
、

　
12
月
26
日
、
平
成
31
年
１
月
23
日
、

　
２
月
27
日
、
３
月
27
日

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
見
大
田

�

☎
0
8
5
4

－

82

－

8
6
0
9

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

�

（
平
成
30
年
2
月
末
）

飲　酒 物　損 死傷者 発　生

０ 11 ０ ０ 川
本
町（０） （９） （０） （０）

０ 27 ０ ０ 川
本
町

累
計（０） （14） （０） （０）

１ 156 12 ３ 郡
内

累
計（０）（100） （０） （０）

　※ (　) 内は前年同月数

広げよう�事故ゼロしまねの思いやり



日 月 火 水 木 金 土

くらしの情報カレンダー 4 月

《３月の納税》
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料　　

《4月の納税》
◆固定資産税
◆国民健康保険税
◆後期高齢者医療保険料　　　　

※��必ず納期限までに納めましょう。

：健康相談・検診
：悠邑ふるさと会館
す：�すこやかセンター（社会福祉協議会）
：学校
：ドクターカー巡回
：�公民館
：図書館
：�子育てサポートセンター
：保育所
：休日診療情報（10：00～16：00）

●…内容や場所を示しています。

：�ゴミ収集
Ａ地域（�木路原･日の出･上新町･中新町･下新町･元町･本町･天神町･谷･市井

原･長原･矢谷･芋畑･双葉･中倉･日向）
Ｂ地域（�因原･三大字･多田･久座仁･谷戸･三島･笹畑）
Ｃ地域（�西･八幡･三原･田窪･南佐木･親和･湯谷･三俣）

〔燃えるごみの収集日〕� 毎週火曜日 ･金曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕� 毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装�プラスチックの収集日〕� 毎週木曜日（町内全域）
〔容器包装�紙の収集日〕� 毎月第２・４水曜日（町内全域）

1 2 3 4 5 6 7

�カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ�
（Ａ地域）

�カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ�
（B地域）

�川本・因原・�
川本北保育所
入園式

�カン・ビン・新聞・
雑誌・段ボール・
不燃ごみ�
（C地域）

／●す
�断酒会
�19:00～21:00
芋畑集会所

　9:00～10:00
　田窪自治会館
　11:00～12:00
�春のわくわく�
おはなし会

�邑智病院�
加藤病院

8 9 10 11 12 13 14
�島根中央高校�
始業式
�川本小学校・�
中学校始業式

�島根中央高校�
入学式
�川本小学校�
入学式（午前）
�川本中学校�
入学式（午後）
／

　�健康相談＆おでかけ
図書館デー（西公民
館）13:10～13：40

川本町あいさつの日
／

　�健康相談＆おで
かけ図書館デー
　（�北公民館�
9:30～10:00、�
親和集会所
10:15～11:00）

／●す
乳幼児健診

�前眼科医院�
大隅医院

15 16 17 18 19 20 21
しまね家庭の日 食育の日 東京川本会

�三上医院�
加藤病院

22 23 24 25 26 27 28
川本町読書の日 芋畑集会所

　9:00～10:00
　田窪自治会館
　11:00～12:00

●す �無料法律相談
14:00～16:00

�邑智病院�
天川クリニック

29 30
昭和の日 振替休日

�邑智病院�
加藤病院

�邑智病院�
波多野診療所

春の全国交通安全運動
 ４/６㈮～４/15㈰

�休館日
�休館日

�休館日
�休館日�休館日

�休館日
�休館日

�休館日 �休館日

�休館日
�休館日

４/９（月）交通安全テント村　９：30
　（道の駅インフォメーションセンターかわもと）

広げよう�事故ゼロかわもとの
思いやり



　
発

行
／

川
本

町
役

場
　

　
編

集
／

ま
ち

づ
く

り
推

進
課

〒
696―8501 島

根
県

邑
智

郡
川

本
町

大
字

川
本

271
番

地
3　

　
　

　
 TEL.0855-72-0634 FAX.0855-72-0635

ホームページ
アドレス

　
http://www.town.shimane-kawamoto.lg.jp/　

　
　

　
 E

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

kaw
am

oto@
kaw

am
oto-tow

n.jp

こ
の

広
報

紙
は

環
境

に
や

さ
し

い
再

生
紙

と
大

豆
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

16

『三江線旅の思い出ノート』
　三江線で川本町を訪れた方々のメッセージをご紹介
します。

30. ２.25
　下関より日帰り弾丸来訪。
　どことなく懐かしい。（でも、
初めて乗る路線です）
　素敵な景色をありがとうご
ざいました。

“行く春や  汽笛残して  三江線”

川本町の人口 平成30年２月28日現在
※（　）は前月との増減

※ 住民基本台帳を基にした、平成30年２月中の異動状況

3,355人
（前月比 －2人）

（前年同期：3,410人）

合 　　計 男 1,558人（－ 1人）
女 1,797人（－ 1人）

転　入　 4人 出　生　 3人 その他　 1人
転　出 4人 死　亡 6人 その他　 0人

増
減

うち65歳以上 1,509人
うち15歳未満    320人
世帯数           1,687戸

広
報
か
わ
も
と
　
３
月
　
№
563

平
成
30年

３
月
20日

発
行

編
集
後記

　一期一会という言葉には「もう二度と出会えない覚悟で誠意を尽くしてその人に接しなさい」という意味がある
そうです。一度出会ってしまえば、それが一生ものの付き合いになる可能性だってあります。新しい生活、新しい
出会いが良いものとなりますように。

川本中学校卒業生20名が晴れの門出を迎えました。卒業生答辞では代表の佐々木陽平さんが、
在校生へのメッセージ、先生・家族への感謝の言葉に続き、「ここで学んだこと、今まで共に励
み、繋がりを深めた仲間を思い出し、どんなに苦しいことも乗り越えていきます。」と述べました。

平
成
29
年
度

川
本
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

－file 53－

※石見川本駅前“おもてなしサロン”は12時から20時30分まで営業
※太線で囲われた便では、江川太鼓、島根中央高校吹奏楽部によるお出迎え・お見送り演奏

→イベント案内はP4に掲載

『ありがとう三江線』開催期間中の石見川本駅発着時刻

3/10
㈯

3/31
㈯

ラストランまで 日11

行　　先 江　津 浜　原 三　次 浜　原 江　津 江　津 浜　原

到　　着 12：18 13：43 16：24 17：42 17：47 19：42 20：17

停車時間 87分 12分 １分 ６分 １分 36分 １分

出　　発 13：45 13：55 16：25 17：48 17：48 20：18 20：18


